
新「地域づくり推進事業費補助金」の概要

令和2年度までの概要
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• 年間80万円×5年間＝400万の総枠

• 補助率は11分の10以内

• 対象は、地区別計画もしくは地区協
議会等の計画に位置付けられた事業
を対象とする

• 組織の運営費、施設の維持管理費を
除き、別表として対象経費を整理

地域づくり推進事業費補助金について、
地区あたり年間70万円を確保した上で、
新たに地区間連携枠を上乗せし、総額
を確保。さらに全町枠を設置。

• 総額50万円を確保し、景観形成に
資する住民レベルの取り組み（美し
い村景観形成、5Ｓ運動を含む取り
組み）を創出・支援

• 申請は協議会がまとめて申請し、実
績についてもまとめて報告を行う

• 屋敷林保全、建造物や構造物の修景
など複数のメニューを設け、景観形
成対象や補助率はメニューによって
異なる

植栽や景観に関する取り組みへの
支援として、「地域景観形成モデ
ル事業」 として外出し

• 地域づくり推進事業として、年間70万円×5年間
＝350万を確保。しかし、事業の実績や成果に応
じて令和4年度以降、傾斜配分を実施

• 傾斜配分予算は5万円×9地区の45万円を前年度の
実績や成果に応じて配分

• 町民参加の事業報告会を開催する

• それぞれの枠により、補助率は異なる

地区間連携枠を新たに創設

地域をまたいで実施する事業について
「地区間連携枠」として予算確保

• 単年度で総額90万円を確保し、地区
間で連携する事業について支援

• 連携地区数に制限はなし。補助率は
10分の10、連携あたり上限は30万円

令和4年度以降、傾斜配分を実施

令和4年度以降、単年度45万円分を事
業の実績や成果に応じて傾斜配分

• 令和4年度以降の補助額は、地域に
よって65万円～最大110万円で変動

• 前年度の実績報告並びに事業報告会等
で、実績と成果の審査により決定
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• 植栽に対する補助は、新設する補助金で手当て

• 新たに、全町枠・地域間連携枠を設ける

• 対象経費のうち、当該年度の備品購入費の経費割
合は全体の2割を超えないものと新たに規定

• 補助金の端数処理を100円から1,000円未満に変更

• 新制度に伴い様式の変更あり
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全町枠を新たに創設

地域課題の解決、活性化の取り組みを
「全町枠」 として予算を確保

• 100万円を確保し、地域活性化へ主
体的に取り組む住民の活動を支援

• 申請主体に制限を設けず、補助率は
5分の4以下、上限は20万円とする
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